
 
 

 

 

「湖山池の歴史や人々と湖山池の関わり」と「鳥取砂丘の自然」について話を聞くことを通して、湖山池と鳥取砂丘の自

然や環境について理解を深め、自然と人間との関わり方を広く考えていくことをねらいにして学習に取り組みました。 

６月に、湖山池情報プラザの方と青島のフィールドワークをしたり、湖山池の生物や伝説についての話を聞いたりしまし

た。そして、何万年も前は、湖山池が海だったことや、現在の大学がある場所も砂丘の一部だったことを知りました。この

ことをきっかけに、子供たちは湖山池や鳥取砂丘についてさらに関心をもちました。そこで、湖山池と鳥取砂丘について８

グループに分かれて自分たちの疑問を出し合いながら、調べ学習に取り組んできました。そして、調べて分かったことから

新たに生じた疑問についてもっと詳しく知るために農学部の小玉芳敬先生に話をしていただく機会を設定しました。 

 

湖山池について 

まず、1897年や 1999-2001年などの地図を見せていただきました。そこで、昔は湖山

川が千代川に注いでいたけれど、千代川の直動化と鳥取港整備のために湖山川が鳥取港

に注ぐようになったことを教えていただきました。そのために、それまでの汽水の状態

から塩分濃度が高くなり、池の周辺地が塩害を受けてしまったため、湖山川の水門を閉

めていきなり淡水化したとうかがいました。しかし、淡水化したために、アオコやヒシ

の被害が起こったそうです。そのときの湖山池の様子を資料で見せていただきました。水

面に草が広がり、水の汚れがよく分かりました。そこで、2012 年に水門を開いて元に戻

そうとしたとのことです。しかし、10年かけて淡水にしてきたことを 1年で元に戻そう

としたために、カラスガイやヘラブナなどが大量死したそうです。 

人間が自然環境を変えるときは、自然のペースに合わせてゆるやかに進めていくこと

が大切であるという教訓を教えていただき、子供たちは深く共感していました。人間の都

合で環境を変えていくと、大変なことが起きてしまうとしっかりと感じ取ることができました。 

鳥取砂丘について 

まず、鳥取砂丘の範囲やどのようにしてできたのかについて詳しくうかがいました。

そして、「砂丘カルメラ」という不思議な現象について資料を見せていただきました。

冬に見える特別な現象だそうです。どうしてこの現象が起きるのかについて、子供たち

は一生懸命に考えていました。そして、小玉先生が予想を立てて実験された結果を教え

ていただきました。結果は、予想がほぼ当たり、1937年に発見されたこの現象の謎が解

けたということでした。この話をもとに、これからの時代における研究する力の大切さ

について次の４つを教えていただきました。①未知の現象に出合ったときに気付く感

性・観察力、②粘り強く観察し、記録する力、③観察で得たヒントから既存の知見を使

って仮説を作り出す力、④以上をまとめて人に伝える力です。子供たちは、「砂丘カルメ

ラ」の不思議な現象の起こり方に興味をもって、先生の問い掛けに答えながら楽しく学

ぶとともに、考えることの面白さや追究することのすばらしさを感じていました。 

 

今回の学習を通して、自然と人間の関わり方について、身近な湖山池のことをもとに考える機会を得ることができました。

また、鳥取砂丘の自然現象の研究から、子供たちは先生の研究に関心をもちました。研究者に直接お話をうかがうことで、

自分の生き方に夢をもち、探究心を高め、視野を広くもつことの大切さを肌で感じることのできた学習となりました。 

キャリアに拓く ３年生の活動 
お世話になった先生  

 農学部 小玉芳敬先生 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

３年生の活動の様子を紹介します。 

     

                          

   


